




　心身障害児発生ときわめて関係の深い発育遅延胎児の予防対策には,原因の

究明と胎児期での早期診断法の確立が必要であることは言うまでもない。しか

し SFD の発生原因は各方面から検討されているにもかかわらず,なお不明な点

が多く,かつ診断法についても子宮底長発育,胎児胎盤機能検査,羊水検査,児頭

大横径計測などについて報告されているが,未だ確立されたとは言い難い。


